
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京丹波町立みずほ保育所の園児たち 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甚大な被害をもたらした東日本大震災から１０年が経ちました。 

 この地震以降も熊本地震をはじめとする大規模な地震が各地で

発生しており、近い将来、南海トラフ地震などが発生するおそれが

あります。 

大規模地震発生時には、建物の倒壊はもちろんのこと、火災も発

生することがありますので、有事に備えて、あわてずに行動ができ

るよう日頃から対策を考えておきましょう！ 

「通電火災」のメカニズム 
◆ 配線が転倒した家具の下敷きになり、損傷した配線などに再通

電し、発熱発火する。 

◆ 落下したカーテンや洗濯物といった可燃物がヒーターに接触

した状態で再通電し、着火する。 

◆ 転倒したヒーターや照明器具（白熱灯など）が可燃物に接触し

た状態で再通電し、着火する。 

地震の発生に伴い、大規模かつ

長時間に及ぶ停電が発生し、停電

から復旧後の再通電時に出火す

るいわゆる「通電火災」の発生が

懸念されています。 

 このような「通電火災」が発生

した場合は、住民が避難所などへ

避難し、出火時の初期消火が行え

ないなど火災が拡大するおそれ

があります。 

 大規模な地震の発生時には、道路が寸

断されたり、火災が同時に多くの場所で

発生するなど消防力が不足し、消火活動

が困難な状態となることから、住宅密集

地などでは、大規模な火災につながる危

険性が高くなります。 

 また、電気に起因する火災が多く発生

し、東日本大震災における本震の揺れに

よる火災では、原因の特定されたものの

うち、過半数が電気に起因したものでし

た。 

【地震直後の行動】 
○ 停電中は、電化製品のスイッチを切る

とともに、電源プラグをコンセントから

抜く。 

○ 石油ストーブやファンヒーターから

の油漏れの有無を確認する。 

○ 避難するときはブレーカーを落とす。 

 

【地震後しばらくしてからの行動】 
（電気やガスの復旧、避難から戻ったら） 

 

○ ガス機器、電化製品及び石油器具の使

用を再開するときは、機器に破損がない

ことや近くに燃えやすいものがないこ

とを確認する。 

○ 再通電後は、しばらく電化製品に煙や

においなどの異常がないか注意を払う。 
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住宅用火災警報器の電池の寿命

の目安は、約 10 年とされていま

す。 

設置から１０年が経過する住宅

用火災警報器は、本体も傷んでい

ることが多く見受けられますの

で、本体を取り替えてください。 

住宅用火災警報器は、住宅の寝

室、台所、階段に設置することが

消防法及び火災予防条例で定めら

れています。 

また、たばこを吸われたり、線

香、ろうそくなど火を使用する部

屋にも積極的に住宅用火災警報器

を取り付けてください。 

住宅用火災警報器についている

ボタンを押すか、ひもを引いて、

警報音が鳴るかを定期的に確認し

てください。 

音が鳴らない場合は、電池切れ

か故障していることが考えられま

す。 

作品は、火災予防運動

のポスターに使用させ

ていただきました。 

 

※ 第 44回消防ちびっ子写生大会は中止となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和２年中の救助出動件数は、９３件で前年と比

べて、３件減少し、救助人員は４２人で、前年と比

べて、8人増加しています。 

 事故種別は、その他の事故が４３件で４６．２％

を占め、交通事故が２８件、建物等による事故が  

２０件、水難事故が１件、自然災害事故が１件と  

なっています。 

 

火災の発生件数は、３８件で前年（令和

元年）に比べて、５件の増加となりました。 

火災による死者が１名、負傷者が 9 名発

生し、前年に比べて、死者は１名減少、負

傷者は 4名の増加となりました。 

一般負傷  17% 

(1,062件) 

火災による損害額は、１億

７，５９０万６千円で前年に比

べて、９，６０１万６千円の減

少となりました。 

建物火災１件あたりでみる

と、６７３万６千円の財産が失

われたことになります。 

 

 急病 63% 

 (4,022件) 

 令和２年の救急出動件数

は、６，３８０件で前年に比

べて、４２２件減少してお

り、搬送人員は、６，０２４

人で前年に比べて、４６７

人減少しています。 

その他 

13% 

急病 

63% 

一般負傷 

17% 

交通 

出火原因については、「不明」

「その他」を除いて、「たき火」

が４件、「こんろ」が 3件、「電

気機器」が２件と上位を占めて

います。 

7% 

☎0570 ‐00 ‐7119   または 

● こんな症状で、救急車を呼ん
でもいいのかな･･･ 

 
● 具合が悪いけど、すぐに病院
に行ったほうがいいのかな･･･ 

 
● 近所の目が気になるから、救
急車を呼ぶのは控えようか
な･･･ 

 
● 手遅れになったら、どうしよ
うかな･･･ 

こんなとき、あなたはどうしますか？「救急車を呼んだほうがいいのか」、「今すぐ病院に行ったほうがいいのか」など

判断に迷うことがあると思います。 

 そのときに、医療の専門家からアドバイスを受けることができる救急の電話相談窓口が『救急安心センターきょうと 

（＃７１１９）』です。 

 救急車の要請などの判断に迷ったときには、『＃７１１９』（又は、地域ごとに定められた電話番号０５７０－００－７１１９）

に電話することにより救急の相談を受けることができます。 

呼吸をしていない、脈がない、意識がない、大量に出血しているなどの場合や自身が  

緊急と思ったときは、ためらわず１１９番で救急車を呼んでください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の予防 

 京都中部広域消防組合では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、来庁者

の皆様の安全を確保するために職員の手洗い、マスクの着用などの対策を行っています。 

 来庁される皆様におかれましても石けん等によるていねいな手洗いのほか、マスクの着用

と咳エチケットにご協力いただくとともに、体調不良又はその疑いがある場合は、まずは電話

によりご相談いただきますようお願いします。 

車両除染システムを導入 
 当消防組合では、各消防署の救急車に

車両除染システムを導入しました。 

 このシステムは、救急車内の密閉空間

内で、人体に影響のない濃度でオゾンガ

スを発生させ、救急隊員の着衣や消毒薬

で除染できない機器の内部にオゾンガ

スを浸透させることで、細菌やウイルス

を除去できるものです。 

本部非常用救急車を配置 
 消防本部に非常用救急車を配置しま

した。 

 この非常用救急車は、新型コロナウイ

ルス感染症に感染又は感染の疑いのあ

る傷病者の救急搬送に特化して、消防本

部に暫定的に配置した救急車です。 

 出動する場合は、亀岡消防署で特設救

急隊を編成し、対応しています。 

新型コロナウイルス感染症の感染

を防止するため、一人ひとりができ

る行動をとりましょう！ 

○ 手洗いをしましょう。 

○ 手指消毒をしましょう。 

○ マスクを着用しましょう。 

○ こまめに換気をしましょう。 

○ 互いの距離を保ちましょう。 

○ ３密は避けましょう。 

京都府では、飲食時の 「きょうと 

マナー」 を推進されています。 

○ 適切なアクリル板や
換気設備のあるお店で！ 

 
○ 会話の時はマスクを
着用！ 

 
○ 食事前、退店時には、
手指消毒を！ 

 
○ お店では大声で話さ
ないでください！ 

 
○ ２時間、４人までを
目安に！ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八木出張所 高規格救急自動車 

園部消防署八木出張所の高規格救急車を更新し、令和２年１１月２０

日（金）から運用を開始しました。 

この車両は、令和３年度から大規模災害時に緊急消防援助隊として出

動できる災害対応特殊救急自動車として登録されています。 

年々、複雑多様化する救急事案に対応するため、最新の救命資機材を

積載し、住民の生命を守るため、昼夜を問わず、救急隊員とともに、活

躍しています。 

園部消防署 水槽付消防ポンプ自動車 
園部消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新し、令和２年１２月

１５日（火）から運用を開始しました。 

この車両は、５．５ｔシャシに１，５００ℓの水を積載しており、

火災現場の最も直近に停車して、いち早く積載している水を活用し

た消火活動を実施することができます。 

また、この車両には、大型油圧救助資機材や山岳救助資機材など

も積載しており、複雑多様化する救助事案などの災害にも対応して

います。                        

令和３年度当初予算については、コロナ禍における大きな環境の変化に対し、職員一人ひとりが住民の生活や経済

状況、更には構成市町の厳しい財政状況について、しっかりと認識したうえで、行政運営を行うための新たな指針で

ある「京都中部広域消防組合基本計画（令和３年度～令和７年度）」の効果的な推進を図るとともに、「新たな日常」

などの社会の変容を見据えた新たな取組を進めていくための予算編成としています。 

近年、頻繁に大規模な自然災害が発生し、各地で甚大な被害が発生しており、住民の消防への期待が更に大きくな

るなかで、災害に迅速、的確に対応できるよう救助工作車や高規格救急自動車を更新するとともに、コロナ禍に対応

するためのオゾンガス式除染装置の導入や救急洗浄室を設置することとしています。また、指令業務共同運用に係る

消防指令システム実施設計等業務委託負担金、東分署庁舎空調設備改修工事の設計委託など実施計画に基づき、適正

に執行することとしています。 

財政状況につきましては、構成市町の負担が増加しないよう国、府の補助金や優良起債の有効活用など財源確保に

努めているところですが、消防施設の維持や保守管理経費、今日までの起債に伴う公債費などがあり、今後において

も厳しい財政状況に変わりはありません。 

このような状況を踏まえ、歳出を可能な限り削減し、必要最小限に留めるとともに、限られた財源を最大限に活用

し、消防力の充実強化を図るとともに、住民ニーズにあった消防施策を効果的に実施する簡素で効率的な予算として、

予算総額を２，２１３，８００千円（前年度２，３５７，９００千円）で見積計上しています。 

なお、前年度当初予算との比較では、１４４，１００千円（６．１１%）の減額となっています。 


